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はじめに  
毎年春に咲くサクラの開花予想を DTS（温度変換日数）

の積算モデルや機械学習を用いて研究してきた.休眠打
破日を導くことで開花予想の精度を上げようとした私
たちは東日本と西日本では違いがあることに着目し,休
眠打破に地域差の調査を行うことにした. 

 
研究方法  
 私たちは最初に開花日前数日の平均気温と緯度の関
係に着目した.東日本と西日本では明らかに傾きが違う
（図 1）.このようにサクラに関しては東西に緯度とは別
の明確に差異がある.この東西の違いを生かして最終的
には桜の開花予測につなげる. 

    
(1)全国 43 都市で起算日を一律(2 月 1 日)だと仮定し

てサクラ開花日までの DTS 積算値を求め,各都市の緯度
(所在地)との関係をしらべた.  
 都市別に,1990 年〜2019 年の DTS 積算値を出して 30
年間の平均値を求めた.この都市別の DTS 積算の平均値
を縦軸にとり,各都市の緯度を横軸に取ったものが次の
グラフである（図 2）.  

 
  
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 

 
低緯度地域にかけて,2月 1日からサクラ開花日までの

DTS 積算値が大きくなることがわかる.曲線の相関がみ
られた. 

 
(2) 起算日が一律ではないと考え,43 都市でそれぞれの
起算日を求めた.求め方として,起算日を 1/1(これを仮定
起算日という)から仮定していき仮定起算日から開花日
までの DTS を積算していく.これを C とする.この C をこ
のような方法で一つの都市で 30 年分求めてその標準偏
差をとった.そして最終的にすべての仮定起算日のなか
で開花日を越えず,最も標準偏差が小さい日をその年の
起算日とした.以下のグラフはその結果と(1)の結果（図
2）を同一の散布図に乗せた結果である（図 3）. ほぼ同
じと言えるだろう.  

 
 
(3) (2)から起算日に東西の差異を見つけようと,起算日
がその日である条件を起算日より前の情報で探した.ま
ずはある温度(Nとする)以上の日数で調べた.これも日数
の標準偏差が小さくなるような値をとったが,当然 N が
上がるとともに条件に当てはまる日数は減っていき,最
終的には 0 になってしまうため失敗した.次に(2)の N℃
以下の日数も調べたが,関東と関西で結果にあまり差が
つかず失敗した.  
  
(4) (3)で失敗したので次は条件をなくして前年の 11月
1 日から開花日までの毎日の平均気温を 0 度以上の場合
のみ積算した温度と緯度の関係を調べた（図 4）.  

 

今までの結果と同じように右肩下がりの曲線ではなくほ
ぼ直線であることがわかる. 
 
結果 DTS 起算日と緯度や開花日にはたくさんの関係が
見つかった. 緯度・気温の差から休眠打破には，二つ以上
の酵素が関係していることが推定された.  
  
考察 開花について酵素がどのように関与するのか，さら
に気温の解析を進めるとともに日照など他の要素も検討
していきたい． 
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